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【学習到達目標】

現代書のジャンルと昭和期の主な書家の作品に

ついて，説明することができる．



1．現代書のジャンルと主な作品

現代書のジャンルは，大きく分ければ，漢字の書・

仮名の書・漢字仮名交じりの書という3つになる．

さらに細分化すれば，漢字の書（伝統派・感覚派），

仮名の書，漢字仮名交じりの書（近代詩文・調和

体），少字数書・前衛書，篆刻・刻字，という5つ

になる（田宮文平による）．

漢字仮名交じりの書については，現在の公募展など

では様々な名称で取り扱われている．
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2．漢字仮名交じりの書の展開

漢字仮名交じりの書の発生は，奈良から平安時代に

かけての文字資料にみられる．

平安時代においては，漢字平仮名交じり文や漢字片

仮名交じり文の遺品がみられる．

鎌倉から室町時代にかけて，絵巻の詞書や書状にお

いて，数多くの漢字仮名交じり書の遺品が見られる

ようになった．
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2．漢字仮名交じりの書の展開

尾上柴舟は，日常文などに用いる書きぶりの研究か

ら，漢字仮名交じりの書への取組みの必要性を唱え，

上代様と和様漢字を活用した実作と理論を発表した．

⇒「調和体」

金子鷗亭は，現代人の生活感情を表現するにあたっ

て，漢字の書の持つ書体の豊かさ，書風の多様性を

活用した制作のあり方を提唱し，実作と理論を発表

した．⇒「近代詩文」
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2．漢字仮名交じりの書の展開

金子鷗亭や飯島春敬らによる近代詩文書運動は，

主に毎日書道展を舞台として展開された．

この運動は，当初から「読みやすさ」や「平易

さ」にねらいがあったこと，その「作品的な格

調」の完成には，なお少し時間がかかることが

指摘されていた．
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17

課 題

１．漢字仮名交じりの書には「古典」がないと

いわれる．近現代の書家たちはその問題を

どのように乗り越えようとしてきたのだろ

うか．討議してみよう．
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現代書のジャンルと昭和期の主な書家の作品に
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